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1939 年男鹿地震の写真と映像資料に関する文献調査 
水田敏彦*（秋田大学地方創生センター）・鏡味洋史

§1. はじめに 

1939 年（昭和 14 年）男鹿地震は男鹿半島付近で

発生した M6.8 の地震である．男鹿半島の頸部に被

害が集中し全滅した集落もあり，斜面崩壊も多く人的

被害につながっている．筆者らはこの地震をとりあげ

既往の被害調査報告および新聞記事による文献調

査を進め，被害分布を明らかにしてきた 1）．また秋田

県公文書館収蔵の行政資料を発見し，震災対応の

時系列を明らかにすることができた 2）．さらに，踏査報

告を再読し各調査者の踏査の足跡を明らかにした 3)．

本地震では各調査報告書や新聞に写真が多用され，

土木学会による映像 4)も残されている．写真・映像資

料は文章や被害統計では表現できない情報を多く含

んでおり，本研究ではこれらの写真と映像資料に着

目して震災の状況を明らかにすることを試みる． 

 

§2. 1939 年男鹿地震の概要 

本地震の被害は死者 27 名，住家全潰 479 棟等と

なっている．これまでに明らかにした被害概要を図１

に示す．住家の被害は男鹿半島中央部に広く分布し，

道路や鉄道被害についても広範囲に発生していた． 

 

  
図１ 1939 年男鹿地震による被害 

 

§3. 写真と映像が掲載されている資料 

行政の報告書・震災誌：男鹿地震の報告書について

は秋田県がまとめた男鹿地方震災誌 5)があり，震災 3

年後に発行している．被災状況，救護救援，復旧復

興活動に関する 120 枚の写真が掲載されている．ま

た，秋田県林務課がまとめた男鹿地方震災関係綴 6)

に 13 枚の林地崩壊に関する写真が残されている． 

被害調査報告：男鹿地震に関する現地踏査は複数

の機関で行われており，被害報告が学術雑誌に掲載

されている．地震研究所彙報には萩原 7）の全般的な

報告があり 14 枚の被害写真が掲載されている．宮

部・武井 8)は潟西村の亀裂と北浦町の地滑りについ

て報告しており 4枚の被害写真が掲載されている．大

塚 9)は地質学的観察から潟西村や五里合村につい

て地割報告をしており 4 枚の被害写真が掲載されて

いる．また，建築雑誌には河野・他 10)が民家や小学

校の建物被害について報告をしており 74 枚の被害

写真が掲載されている．土木学会誌には現地調査に

基づく 2 編の報告があり，高井 11)は土砂災害と道路・

鉄道の被害報告をしており16枚の被害写真が掲載さ

れている．松村 12)は船川港，土崎港および溜池の被

害について報告しており24枚の被害写真が掲載され

ている．その他，地震には東京帝国大学地震学教室

の岸上・他 13)の踏査報告が掲載され 2 枚の被害写真

が，地学雑誌には商工省地質調査所の遠藤 14)の報

告が掲載され 12 枚の被害写真が残されている． 

郷土資料：男鹿市若美図書館に男鹿地震記払戸村

記録 15)があり，被害と復旧活動の写真が 7 枚収めら

れている．その他，日本赤十字社秋田県支部百年史
16）に 2 枚，秋田県警察史 17)に 2 枚の写真が掲載され

ているが，男鹿地方震災誌 5)と同じものである． 

新聞：秋田の代表紙である秋田魁新報には地震発生

翌日の号外から5月21日まで，地震直後の被害状況

や復旧復興活動の写真が 40 枚掲載されている． 

写真集：男鹿地震の被害を記録した男鹿の大地震写

真集 18)が秋田県立図書館に保存されている．被害写

真が 14 枚収められている． 

映像：土木学会の調査団が撮影した映像が残されて

いる 4)．当時の土木学会文化映画委員会が震災翌年

の 1939 年に 16 分 2 秒の記録映像（無音）を企画・制

作したもので，被害や復旧の様子が記録されている． 

 

§4. おわりに 

1939 年男鹿地震の写真と映像資料の文献調査を

行い，収録されている資料を整理した．写真資料の

ほとんどは被写体の説明が記され，撮影場所がわか

るものが多い．写真や映像資料は被害の惨状を視覚

的に今に伝え，震災の状況を知る有用な資料であり，

今後は撮影位置の空間分布図なども作成したい． 
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